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日 本 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科                

 





  

大学院歯学研究科における研究活動 

 
 

                        研究担当 浅 野 正 岳 
 
日本大学大学院歯学研究科は，歯科医学の研究活動に必要な高度の研究能力およびその

基盤となる豊かな学識とともに，歯科医学の学術発展に寄与しうる研究を指導する能力を

養うことを目的とし，昭和 31 年 4 月に私立歯科大学の中で最初に開設されました。現在

までに，歯学研究科を修了して博士の学位を授与された者は，1,670 人を越えています。 
平成 17 年度からは，歯学専攻の中に基礎系と臨床系とが共同で研究を推進しうる枠組み

として，「口腔構造機能学分野」，｢応用口腔科学分野｣および「口腔健康科学分野」の 3 分

野を配置しました。また，平成 19 年度からは，地域歯科医療に貢献している歯科医師も研

究活動の機会が得られるように，社会人大学院制度を導入しました。平成 22 年度からは，

学位請求論文審査に関する要項の一部改訂に伴い，総括論文によって学位を請求すること

ができる選択肢を増やしました。令和 2 年度からは，インパクトファクター (IF) を有す

る国際水準の専門誌等に筆頭著者として掲載されている原著論文を基幹とし，学位論文を

提出する場合，学位請求に必要な原著論文数を 1 編以上としました。この改訂によって，

さらに，じっくりと自分の研究に取り組めます。自分の研究成果が IF 値のより高い学術雑

誌に掲載されるようチャレンジして戴きたいと思います。 
本学大学院は，日本大学の教育理念である，「自主創造」を構成する「自ら学ぶ」，「自ら

考える」，「自ら道を開く」能力を身につけ，ものごとを広い視点から客観的に考えること

ができる優秀な人材を育成し，世に送り出すことを目的としています。したがって，大学

院における研究は，当然，質の高い水準に達していなければならず，新規性や独創性が要

求され，その成果を国際水準のより高い専門誌等に公表することが望まれます。 
本授業計画は，これらの目的を達成するために作成されたものです。授業科目は主科目

に加えて，副科目と選択科目があり，それらの履修は，広い研究上の視野を育成するため

に欠かせません。また，総合特別講義として設定されている統計学の履修は，実験計画の

立案や結果の妥当性を客観的に解析する助けとなるものです。グローバル化の進んだ現在，

成果の公表を科学分野の公用語である英語で発表することは必須です。その能力を養う目

的で「英語論文の書き方」や「海外客員教授による講義」が必修科目として設定されてい

ます。さらに，教育学や研究を行う上で必要とされる倫理指針に関する講義も行われます。  
大学院生は研究テーマに沿って中間発表を行い，教授陣がきめ細かなアドバイスを行う

ことで，より高いレベルの研究を推進できるようにサポートいたします。 
なお，社会人大学院学生が副科目，選択科目および総合特別講義を履修する際には，実

施期日・時間等においてできる限り便宜を図りますので，担当教員に必ず事前に相談して

ください。 
主科目とこれらの履修科目を有効に活用し，本大学院での研究生活を通して，将来，専

攻分野で世界をリードする研究者・教育者としての素地を養って戴けることを期待してお

ります。 



 
研究科及び専攻における人材の養成に関する目的その他の 
教育研究上の目的について 

 
「歯学研究科」 

歯科医学の教育・研究活動に必要な深い教養と高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識 
とともに，歯科医学の発展に寄与しうる教育・研究を指導する能力を養うことを目的とする。 

  専攻分野の教育者及び研究者として自立した活動を行い，さらに歯科医学教育・先端的歯科診 
療等の指導に従事するために必要な深い教養と高度の研究能力の養成及びその基盤となる豊か 
な学識を養うことを目的とする。 

 

「歯学専攻」 

多岐にわたる歯科医学の高度にしてより幅広い知識と先進的医療技術を有す教育者及び研究 
者の育成を図るべく，口腔構造機能学分野，応用口腔科学分野，口腔健康科学分野の３分野を設 
置している。これらは，歯科基礎系と歯科臨床系を融合した分野であり，学際領域の推進により 
複数の教員による指導体制のもとに，教育及び臨床に直結した歯学研究，専門医養成することを 
目的とする。 
 

 
 

歯学研究科３つのポリシーについて 
 
ディプロマ・ポリシー（学位授与に関する方針） 

歯学研究科博士課程に所定の修業年限以上在学し，修了に必要な所定の単位（30 単位以上）を修

得し，必要な研究指導を受け，博士論文の審査及び最終試験において，専攻分野に新たな知見を与

え，歯科医学の発展に寄与し，教育・研究者としての豊かな学識と高度な技術が認められた者に博

士（歯学）の学位を授与する。 
なお，学位審査では，その研究が一定以上の水準を示すインパクトファクターの付与された研究

雑誌に筆頭著者として受理された論文を提出するよう推奨している。 
＜自ら学ぶ＞ 
ＤＰ１  
コンピテンス：豊かな知識・教養に基づく高い倫理観 
コンピテンシー：生命の尊厳を理解し，法と倫理に基づいた医療を実践するために必要な研究が実

践できる。 
ＤＰ２ 
コンピテンス：世界の現状を理解し，説明する力 
コンピテンシー：国際社会における科学の現状や背景を把握し，世界の医療・保健・福祉の役割を

理解して，研究に取り組むことができる。 
 



 
＜自ら考える＞ 
ＤＰ３ 
コンピテンス：論理的・批判的思考力 
コンピテンシー：新たな創造をめざし，得られた多岐にわたる知識や情報を基に，論理的で批判的

な思考力で，最先端の独創的な研究を行うことができる。 
ＤＰ４ 
コンピテンス：問題発見・解決力 
コンピテンシー：自らの研究課題や問題を見つけ，その解決のために必要な研究ができる。 
＜自ら道をひらく＞ 
ＤＰ５ 
コンピテンス：挑戦力 
コンピテンシー：新たな研究課題に積極的に挑戦し続け，自らの道をひらくことができる。 
ＤＰ６ 
コンピテンス：コミュニケーション力 
コンピテンシー：歯科医学研究を含む自然科学を探求するための必要なコミュニケーションが実践

でき，自らの考えを世界に発信することができる。 
ＤＰ７ 
コンピテンス：リーダーシップ・協働力 
コンピテンシー：歯科医学を探求するための責任ある研究を実践するリーダーシップと協働力を養

うことができる。 
ＤＰ８ 
コンピテンス：省察力 
コンピテンシー：歯科医学研究者・教育者として生涯にわたり，振り返りを行うことができ，自然

科学領域の研究活動において自らを高めることができる。 
 

 
カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

自主創造の気風を自ら実践し，歯科医学の研究・教育活動に必要な高い教養と研究能力及びその

基礎となる科学的思考力とともに，自立して研究を遂行・展開することができ，歯科医学の発展に

寄与しうる豊かな学識と人間性を兼備した教育・研究者の育成を目的とする。 
＜自ら学ぶ＞ 
ＣＰ１ 豊かな知識・教養に基づく高い倫理観 
 主科目，選択科目および総合特別講義の履修と研究活動を通じて，社会人としての品格と研究・

教育者となるために必要な倫理観や自覚を育成する。 
ＣＰ２ 世界の現状を理解し，説明する力 
 主科目，選択科目および総合特別講義の履修および基礎・臨床・社会医学の研究成果を基に，国

際社会での研究活動で活躍できる能力を養う。 
 
 



 
＜自ら考える＞ 
ＣＰ３ 論理的・批判的思考力 
 主科目，選択科目および総合特別講義の履修と研究活動を通じて，論理的・批判的思考力と総合

的な判断能力を有する研究者・教育者を育成する。 
ＣＰ４ 問題発見・解決力 
 主科目，選択科目および総合特別講義の履修と研究活動を通じて，歯科医学研究に必要な知識を

幅広く体系的に学修し，リサーチマインドに必要な探求心と問題解決する力を養成する。 
＜自ら道をひらく＞ 
ＣＰ５ 挑戦力 
 研究によって明らかとなる新たな知見から，さらに課題を見つけ出し，それに挑戦し続けるリサ

ーチマインドを持った研究者・教育者を養成する。 
ＣＰ６ コミュニケーション力 

国際的な研究活動を積極的に行う中で，適切なコミュニケーション力を養い，国際的・学術的研

究を進めるための能力を育てる。 
ＣＰ７ リーダーシップ・協働力 
 他分野の研究者と連携と協働し，良好な人間関係を構築しながら，広い視野を持つ国際的なリー

ダーシップが執れる研究者を育成する。 
ＣＰ８ 省察力 
 主科目，選択科目および総合特別講義の履修と研究活動を通じて，自己の向上の必要性を理解し，

研究・教育者として生涯にわたる向上に努める姿勢を身につける。 
 

 
アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

歯科医学に関する豊かな知識と高いリサーチマインドを有し，優れた教育・研究者を志す人材を

求める。 
ＡＰ１ 
 自主創造の精神に基づき，独創的な研究ができる人。 
ＡＰ２ 
 研究者または教育者となる強い目的意識と高い倫理観をもつ人。 
ＡＰ３ 
 自己課題とさらなる探究心に挑戦する力を持ち続けて努力する人。 
ＡＰ４ 
 生涯にわたる探求意欲を持続し，国際的な視点から社会貢献したい人。 

 
 
 
 
 
 



 
 

学位論文の審査基準について 
 

 歯学研究科における論文の審査については，歯学研究科のディプロマ・ポリシーに基づき，以下 
の基準により総合的に評価する。 
 

① 研究の内容に独創性と新規性があること。 
② 研究の目的・背景が明確に記述されていること。 
③ 研究の計画・方法について明確かつ具体的に記載されていること。 
④ 客観的な研究結果に基づき，論理的な考察が成されていること。 
⑤ 適切に文献が引用されていること。 
⑥ 研究倫理を遵守して行われた研究であること。 
⑦ 学術的価値が認められる研究であること。 

 
 

  



 
 

目的および使命 
 

本大学は，日本精神にもとづき，道統をたつとび，憲章にしたがい，自主創造の気風をや

しない，文化の進展をはかり，世界の平和と人類の福祉とに寄与することを目的とする。 
 
本大学は，広く知識を世界にもとめて，深遠な学術を研究し，心身ともに健全な文化人を

育成することを使命とする。 
 
大学院は，高度にして専門的な学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究めて，

文化の進展に寄与することを目的とする。 
 
博士課程は，専攻分野について研究者として自立して研究活動を行い，又はその他の高度

に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養

うことを目的とする。 
 
 
 
 

日本大学学則（大学院） 
 
  

以下のＱＲコードまたは URL から御確認ください。 
 
 
 
 
 
 
 
  

https://www.dent.nihon-u.ac.jp/faculty/graduate/rules/ 

















































































































































































































  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ２０２５年度 授業計画 

                        令和７年４月１日発行 

    

   日本大学大学院歯学研究科 

             〒101-8310 東京都千代田区神田駿河台 1-8-13 

                  電話 03-3219-8002（教務課） 

 




